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工藤町政　始動！工藤町政　始動！
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

幼
い
こ
ろ
の
私
は
、
よ
く
母
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
険
し

い
顔
で
働
く
母
の
顔
で
は
な
く
、
喜
ぶ

母
の
顔
を
見
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

当
時
、
母
は
毎
日
の
よ
う
に
、
リ

ア
カ
ー
い
っ
ぱ
い
に
野
菜
を
積
み
込
ん

で
、
浜
町
に
振
り
売
り
に
出
か
け
て
い

ま
し
た
。
私
は
登
校
時
に
リ
ア
カ
ー
押

し
を
手
伝
い
、
き
つ
い
坂
を
越
え
て
い

ま
し
た
の
で
、
学
校
に
着
く
こ
ろ
に
は

汗
び
っ
し
ょ
り
と
な
っ
て
い
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
日
に
は
、

町
中
ま
で
リ
ア
カ
ー
押
し
を
手
伝
い
な

が
ら
、
母
の
後
を
つ
い
て
回
っ
た
も
の

で
し
た
。
で
も
、
高
学
年
に
な
る
と
恥

ず
か
し
い
気
持
ち
が
し
て
つ
い
て
回
る

の
を
や
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
手
伝
い
に
対
し
て
、
母
は
や
さ

し
い
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
。
助
か
っ

た
よ
。」
と
い
う
言
葉
を
何
回
も
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
父
も

一
緒
に
な
っ
て
預
金
通
帳
を
見
せ
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
売
り
上
げ

の
中
か
ら
、
生
活
費
に
使
わ
れ
た
後
の

金
額
で
あ
ろ
う
、
わ
ず
か
な
金
額
が
記

さ
れ
、
少
額
な
が
ら
着
実
に
増
え
て
い

る
残
高
、
そ
の
内
容
は
幼
い
私
で
も
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
労
働
や

お
金
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
の

だ
と
わ
か
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
後
の
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
が
私
の
心
の
根
っ
こ
で
す
。
粘

り
強
く
何
事
に
も
向
き
合
う
父
や
母
の

姿
は
、
幸
せ
な
こ
と
に
今
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
も
そ
の
背
中
を

み
て
懸
命
に
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
先
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
り
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
３
月
６
日
に
山
都
町

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
町
に
は
、
農
業
情
勢
の
悪
化
に

伴
う
農
村
の
疲
弊
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
の
増
加
、
若
者
の
流
出
の
対
応
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
皆
さ

ま
と
一
緒
に
、
じ
っ
く
り
と
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
「
あ
り
よ
う
」
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
汗
を

か
き
な
が
ら
愛
す
る
町
を
つ
く
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
選
挙
を
通
じ
て
、
ま
た
か
つ
て

町
職
員
と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ま
と
お

話
し
を
す
る
中
で
、「
旧
町
村
の
垣
根
を

越
え
て
、
新
し
い
山
都
町
を
つ
く
り
た

い
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
理
念
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
町
村
の
地
域

的
な
ま
と
ま
り
は
、
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
合
併
後
８
年
を
経

過
し
た
い
ま
、
山
都
町
が
一
体
と
な
り
、

オ
ー
ル
山
都
町
の
総
力
で
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

人
口
減
少
社
会
、
厳
し
い
農
林
業
・

商
工
観
光
業
の
環
境
の
中
で
、
山
都
町

の
中
の
者
同
士
で
争
っ
て
い
る
猶
予
は

あ
り
ま
せ
ん
。
競
争
の
相
手
は
町
の
外

に
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
山
都
町
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
徹

底
し
た
対
話
に
よ
っ
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
誇
る
べ
き
自
然
、

歴
史
、
棚
田
や
通
潤
橋
、
清
和
文
楽
、

神
楽
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
話
し
始
め

た
ら
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
よ
り
の
財
産
は
「
人
」、「
町
民
」
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
町
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
財
産
な
の
で
す
。
町
政
を
進
め

る
う
え
で
、
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
た
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
、
こ
れ
を
一
貫
し
た
基
本
姿
勢
と

し
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
の
実

現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
な
ど
町
の
産
業
の
振
興

　

有
機
農
法
や
低
農
薬
農
法
と
い
っ
た

自
然
条
件
を
活
か
し
た
農
林
産
物
の
生

産
。
ま
た
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、

商
工
業
と
の
連
携
や
町
内
物
産
館
の
活

用
に
よ
り
、
加
工
・
販
売
の
創
意
工
夫

を
図
り
、
山
都
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
開
発

に
努
め
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
促
進

　

快
適
で
安
全
安
心
社
会
の
達
成
の
た

め
の
社
会
資
本
の
整
備
、
情
報
伝
達
体

制
の
確
立
、
防
災
危
機
管
理
体
制
の
確

立
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
な
人
の
多
い
町
づ
く
り

　

長
寿
社
会
に
あ
っ
て
、
住
民
の
方
々

の
健
康
の
保
持
と
増
進
は
、
極
め
て
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
各
種
健
診
予
防
接

種
事
業
を
は
じ
め
、
保
健
事
業
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
推
進
し
、「
健
康
な
人
の

多
い
町
日
本
一
」
を
目
指
し
ま
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

山
都
町
誕
生
後
に
立
ち
上
が
っ
た
自

治
振
興
区
の
活
動
は
、
行
政
に
頼
る
こ

と
な
く
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め

て
行
動
す
る
」
と
い
う
住
民
自
治
の
基

盤
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
振
興
の

た
め
に
、
独
自
に
特
色
の
あ
る
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
幸
せ
実
感
！
む
ら
づ
く
り
大

賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
菅
地
域
を
は
じ
め
、

伝
統
芸
能
の
神
楽
の
伝
承
・
復
活
、
地

域
の
景
観
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の

開
催
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
協
働
の
精
神
が
確
実
に
広
ま
り
つ
つ

あ
り
、
こ
の
自
治
振
興
区
の
制
度
の
更

な
る
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
た
な
動
き
と
し
て
、
女
性

グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
た
「
や
ま
ん
マ
ル

シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
盛
況
で
し
た
。
私

は
、「
町
再
生
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
女
性

で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
山
都
町
の
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

行
財
政
の
改
革

　

自
主
財
源
が
乏
し
く
、
依
存
財
源
に

よ
り
多
く
を
賄
っ
て
い
る
山
都
町
に

と
っ
て
、
行
財
政
改
革
は
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

と
く
に
、
合
併
か
ら
10
年
の
節
目
を

目
前
に
控
え
、
地
方
交
付
税
の
算
定
替

え
な
ど
を
視
野
に
安
定
し
た
健
全
な
財

政
運
営
が
図
れ
る
よ
う
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
の
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
、
有
機
的
な
機
構
改
革
、
行
財
政

改
革
を
進
め
ま
す
。 山

都
町
長　

山
都
町
長　

工工  

藤　

秀

藤　

秀  

一一

３
月
議
会

３
月
議
会  

工
藤
町
長

工
藤
町
長  

所
信
表
明
か
ら

所
信
表
明
か
ら

町
民
と
の
対
話
を

町
民
と
の
対
話
を

　
　

ま
ち
づ
く
り
に

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
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山都町消防団山都町消防団

出初め式出初め式

　

山
都
町
消
防
団
出
初
め
式
が
３
月
３

日
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

７
１
３
人
の
団
員
が
参
加
、
あ
ふ
れ
る

消
防
魂
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
甲
斐
町
長
の
式
辞
、
山
口

髙
則
団
長
の
訓
辞
に
続
き
、
通
常
点
検

や
放
水
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
点
検
で
は
、
穴
見
栄
作
分
団
長
指

揮
の
下
、
素
晴
ら
し
い
規
律
を
見
せ
た

第
12
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
で
は
、
一
番
目
に
出
場
し

た
第
11
分
団
が
、
素
早
い
ホ
ー
ス
連
結

と
見
事
な
放
水
で
、
20
メ
ー
ト
ル
上
空

の
カ
ゴ
内
の
球
を
14
分
団
中
最
短
記
録

で
落
と
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
に
は
、
蘇
陽
中
・
清
和
中

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
下
矢
部
保
育

園
、
明
光
保
育
園
、
御
岳
保
育
園
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
も
参
加
。
５
つ
の
消
防

ク
ラ
ブ
は
大
人
顔
負
け
の
通
常
点
検
を

見
せ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
「
火
遊
び

は
し
ま
せ
ん
！
」
と
い
う
宣
誓
が
会
場

に
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
熊
本
県
知
事
表
彰

な
ど
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
永
年
消

防
団
活
動
に
尽
力
し
た
優
秀
な
団
員
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
、耐
震
性
貯
水
槽（
地

下
式
防
火
水
槽
40
ｔ
）
１
基
の
設
置
に

伴
い
、
用
地
の
無
償
提
供
を
い
た
だ
い

た
方
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
用
地
を
無
償
提
供
い
た
だ
い
た
方
々
】

岩
田
正
文
さ
ん
（
島
木
）

競技の結果
総合 通常点検の部 放水競技の部

第１位 第 10 分団 第 12 分団 第 11 分団

第２位 第 13 分団 第５分団 第 13 分団

第３位 第９分団 第９分団 第７分団

清和中学校
少年消防クラブ

第12分団の通常点検

放水競技で優勝した第11分団

713人の団員が勢揃い713人の団員が勢揃い

大声で防火の誓い（明光保育園幼年消防クラブ）

山口髙則団長を先頭に分列行進

３月６日、役場に初登庁した工藤秀一町長（左）当選した藤原重信議員

　２月 24 日に投開票が行われた山都町長選挙で、新人の工藤秀一氏が当選しました。
同日行われた山都町議会議員補欠選挙は、藤原重信氏が当選しました。投票率は、前回の町長選挙（平
成 21 年２月 83.54％）とほぼ同じ 83.83％でした。また、今回は期日前投票の投票者数が 3,333 人となり
ました。（前回町長選挙では、2,332 人）投票日当日に仕事などで投票できない場合に、告示日の翌日か
ら投票日前日までに投票できる期日前投票が、有権者に広く浸透していることがわかります。

　当日有権者数 14,973 人
　投　票　者　数 12,552 人
　投　票　率 83.83 ％
地区ごとの投票者数・投票率

男 女 合計

投票者数 投票率 投票者数 投票率 投票者数 投票率

矢部地区 3,562 84.11 4,024 83.43 7,586 83.75

清和地区 1,090 88.40 1,104 89.32 2,194 88.86

蘇陽地区 1,328 79.95 1,444 80.90 2,772 80.44

総計 5,980 83.88 6,572 83.78 12,552 83.83

山都町長選挙
得票数（届出順）
　くどう　秀一 6,059.396 票
　うどう　秀一 677.603 票
　かねせ　哲治 5,667 票

新しい町の顔が決まりました。新しい町の顔が決まりました。
山都町長選挙で工藤秀一氏が当選山都町長選挙で工藤秀一氏が当選
町議会議員補欠選挙は藤原重信氏が当選町議会議員補欠選挙は藤原重信氏が当選

山都町長選挙・町議会議員補欠選挙結果

山都町議会議員補欠選挙
得票数（届出順）
　いしはら　憲治郎 1,094 票
　ごとう　としひろ 4,688 票
　ふじわら　しげのぶ 5,109 票
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歯科医師　甲斐　義久

第52集　「口腔の外傷」
知って得する知って得する
健康講座健康講座

特 集特 集
知って得する
健康講座

特 集
　近年、むし歯予防に対する関心が高まり、むし歯本数は減少し、症状
も軽症化してきていますが、事故などによる外傷によって健全な歯を失
うこともあります。むし歯などの疾病の場合、健康な状態から発症する

まである程度の時間が必要であり、その間に定期健診等で状況の把握と予防対策をとることができます。
しかし事故の場合は、いったん発生すると一瞬にして取り返しのつかない事態になる場合もあり、生涯
にわたるQOLの維持向上に関わってくる事も考えられます。
口腔の外傷を予防するには、日頃から自分自身で危険を予測し、危険を回避する能力を高める教育が必
要であり、生活環境の点検や管理・改善を実施していくことが大切です。特に園や学校、公共施設では
特に重要です。
●原因
　①人との衝突　②交通事故　③転倒　④殴打　⑤スポーツでの接触・衝突　⑥その他
●種類　
　①脱臼
　　顎骨には異常がないが歯が抜けてしまっている（完全脱臼）、抜けてはいないが、歯の位置が変わっ
　　ている（不全脱臼）。
　②陥入
　　歯が釘を打ったみたいに歯ぐきの中にめり込んでいる。
　③破折
　　歯の頭もしくは根っこが割れたりヒビが入ったりしている。
　④顎骨骨折
　　顎の骨が折れている。
　⑤軟組織の損傷
　　唇や舌、頬の挫滅・裂傷等。

●応急処置
　①近くの人に連絡する。外傷が重篤な場合、頭部や腹部におよぶ場合は救急車を呼ぶ。
　②出血がひどい場合は清潔な布もしくはティッシュ等で圧迫止血を行う。
　③歯が抜けた時は、歯を清潔に保ちながら「歯の保存液」もしくは「生理食塩水」、やむを得ない場
　　合は「牛乳」につける。それもなければ、乾燥しないように水でぬらしたティッシュにくるむ。
　④早急に歯科医院を受診する。

●外傷に備えて準備しておいてほしいもの
　・歯の保存液・生理食塩水等
　・清潔なガーゼ・タオル
　・ゴム手袋・ピンセット
　・保冷剤
　・歯科医や医療機関の連絡先
　最近は、スポーツ人口の増加と競技の多様化によって、スポーツによる外傷が増加しています。特に
体をぶつけあうスポーツでは、歯や顎骨の損傷に遭遇する可能性はきわめて高くなります。それらを予
防するためにもマウスガードの装着をお薦めいたします。

乳歯の歯冠破折と不全
脱臼

永久歯の歯冠破折と露
髄（神経の露出）

陥入した（歯が歯ぐきの
中にめり込んだ）状態

陥入した歯を整復（元の
位置に戻した）状態

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

リハビリテーション科　仁木 一雅

第10集　ひざの痛み　その4（運動療法）
家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

家庭でできる
リハビリ

特 集
　ひざ痛で病院にかかると「運動不足ですね」と言われることがあります。
たしかに運動不足により筋力が低下しひざ関節にかかる負担が大きくな
ると軟骨が損傷してひざ痛が起こります。しかし、ひざ痛を治そうとし

て運動をすると逆に悪くなることがあります。これは、ひざ痛が起こる前に運動不足を解消するための
運動とひざ痛が起こってからひざ痛を治療するための運動とはまったく違うために起こります。運動不
足を解消するための運動はウォーキングやランニング・水泳など全身を使うような運動です。ひざ痛を
治療する運動は、損傷したひざ関節の軟骨に負担がかからないようにあまり体重をかけず、ひざ関節に
かかる負担を和らげ、筋肉を強くする運動です。
　ここでは、ひざ痛を和らげる運動を紹介します。みなさんもご自宅でやってみてください。

★脚上げ運動（大腿四頭筋の強化）

　※次回は、ひざ伸ばし運動です。

①あおむけに寝て片方のひざを立てます ③楽に出来るようになったら足首に重りをつけて
　レベルアップしましょう。
　500ｇ位から始めましょう。

②足首を手前に上げひざをピンと伸ばしたまま床
　から20ｃｍ上げ10秒間静止します。10回繰り
　返したら反対の脚も行いましょう。

注意点：ひざが曲がると効果がありません
　　　　太ももの前側の筋肉（大腿四頭筋）に意識を
　　　　集中しひざを伸ばすようにしましょう。
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み
な
さ
ん
は
、
も
し
か
す
る
と
「
面
倒
く
さ
い
」

「
時
間
が
な
い
」「
何
と
な
く
病
院
に
は
行
き
た
く

な
い
」
な
ど
、
何
か
と
健
康
診
断
を
後
回
し
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
は
あ
な
た
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

　

受
け
て
く
だ
さ
い
「
健
診
」

　

問
診
や
診
察
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血

液
検
査
、
尿
検
査
な
ど
の
基
本
的
な
健
診

項
目
は
、加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
っ

て
受
け
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
よ
く
ご

確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

要
チ
ェ
ッ
ク

　

あ
な
た
が
受
け
る
健
診
は
？

　

加
入
し
て
い
る
保
険
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い

年
に
１
回
「
健
診
」
を
習
慣
に

　

基
本
健
診
で
は
、
血
液
検
査
や
尿
検
査

の
結
果
か
ら
内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
な

い
か
、
た
ま
っ
て
い
る
場
合
は
血
管
に
影

響
し
て
い
な
い
か
、
さ
ら
に
血
管
の
変
化

が
進
ん
で
い
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
血
管
の
変
化
は
自
覚
症
状
で

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に

血
管
の
変
化
が
す
す
ん
で
し
ま
う
と
、
最

終
的
に
は
腎
臓
や
心
臓
、
脳
の
血
管
が
傷

山
都
町
国
民
健
康
保
険
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　

加
入
者
本
人
は
、
各
医
療
保
険
者

が
指
定
す
る
健
診
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
扶
養
家
族
の
方
は
医
療

保
険
者
が
発
行
す
る
受
診
券
を
持
参

す
る
と
、
町
が
行
う
集
団
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

　

町
が
行
う
集
団
検
診
の「
基
本
健
診
」

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
は

20
歳
以
上
で
、
基
本
健
診
の
受
診
は
無

料
で
す
。保
険
証
の
持
参
も
不
要
で
す
。

山
都
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

　

40
〜
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
町
が
行
う
集
団

健
診
で
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

ま
た
、
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
節

目
の
年
齢
に
当
た
る
方
は
、
集
団
健

診
か
節
目
健
診
の
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ

を
選
ん
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

20
〜
39
歳
の
人

　

町
民
で
あ
れ
ば
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
種
類
に
関
係
な
く
、
集

団
健
診
か
節
目
健
診
（
20
・
25
・
30
・

35
歳
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人

　

75
歳
以
上
の
人
と
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
町
が
行
う
集
団

健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

平成25年度

健 
診つ

い
て
、
腎
臓
病
な
ど
の
病
気
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
を
継
続
的
に
み
る
こ
と
で
、

自
覚
症
状
が
無
い
段
階
か
ら
血
管
の
変
化

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
も
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
う
け
る
こ
と

で
、
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
、
そ
れ
だ
け

早
く
治
療
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。
年
に
一

回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

時期を逃さず受診しましょう

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

健診スケジュール

節目健診（各健診機関）

矢部
地区
集団
健診
受付
開始

全地
区節
目健
診受
付開
始

矢部
地区
集団
健診
開始

清和
・蘇
陽地
区健
診受
付開
始

矢部
地区
健診
結果
説明
会

蘇陽
地区
集団
健診
開始

清和
地区
集団
健診
開始

清和
・蘇
陽地
区健
診結
果説
明会

基
本
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）

山
都
町
国
保
・
特
定
健
診
の
対
象
者

　

40
〜
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

※
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日
の
間
に
40
歳
に
な
る
人
も
含

み
ま
す
。

※
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
前
日
ま
で

特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

75
歳
に
な
る
人
の
例

　

昭
和
13
年
６
月
25
日
生
ま
れ
の
人
は
24

日
ま
で
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
が
、

25
日
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
期
高
齢
者
健
診

を
受
診
で
き
ま
す
。
検
査
内
容
や
料
金
が

変
わ
り
ま
す
。

山
都
町
国
保
・
特
定
健
診
の
受
診
方
法

　

次
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

①
町
が
行
う
集
団
健
診
で
受
診

特
定
健
診
以
外
に
、
が
ん
検
診
な
ど
一

緒
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
の
料
金
は
１
０
０
０
円
、
が

ん
検
診
は
受
診
す
る
項
目
ご
と
の
料
金

が
必
要
で
す
。

②
町
が
行
う
節
目
健
診
で
受
診

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
の

方
は
、
節
目
健
診
で
も
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
か
か
る
費
用
の
３
割
が
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

健
診
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
約

1
万
２
千
円
〜
１
万
8
千
円
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。

※
①
と
②
を
２
つ
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
け
る
形
に
な
り

ま
す
。

受
診
に
必
要
な
も
の

　

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
受
診
の

約
１
ヶ
月
前
に
健
診
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま

す
。
受
診
の
際
は
、
保
険
証
、
健
康
手
帳
、

受
診
料
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
で
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

電
話
７
３

－

１
６
０
０

47.2%

63.7%

52.4%

51.4%

53.5%

68.3%

61.0%

54.6%

69.0%

62.6%

56.7%

68.7%

61.0%

57.3%

67.9%

60.5%

20 21 22 23 24

51.4%
58.0%
59.1%
59.9%

60.5%

60.0%
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健診結果からこんなことがわかります
　★の項目から、メタボリックシンドロームに該当するかどうかわかります。
　　　　　は、動脈硬化の危険因子です。

基
本
的
な
健
診
項
目

検査内容 検査項目 わかること

身体測定 身長・体重・ＢＭＩ

腹囲測定 ★腹囲 内臓脂肪の蓄積

血液検査

ＡＳＴ・ＡＬＴ・γ―ＧＴ 肝機能 →  内臓脂肪の蓄積

★中性脂肪・★ＨＤＬコレステロール
・ＬＤＬコレステロール 血中脂質 →  脂質異常

血糖・Ｈ bＡ１c インスリン抵抗性 →  糖尿病

クレアチニン 腎機能

尿酸 代謝 →  痛風・血管の傷み

血圧測定 ★血圧 血管の傷み

尿検査
尿糖 インスリン抵抗性 →  糖尿病

尿蛋白・尿潜血 腎機能

詳
細
な
健
診
項
目

貧血検査 赤血球・血色素量・ヘマトクリット値 貧血、易血栓化

心電図 心臓病、血管の変化

眼底検査 眼障害、血管の変化

　

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
の
検
診
は
対
象
年
齢
で
あ
れ

ば
加
入
し
て
い
る
保
険
に
関
係
な
く
、町
が
行
う『
集

団
健
診
』
の
項
目
か
ら
受
診
し
た
い
も
の
を
選
ん
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
同
じ
項
目
を
１

年
間
で
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
集
団
健
診
時

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
と
、
自
己
負

担
金
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
得
で
す
！

　

対
象
に
な
る
方
に
は
別
途　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と

通
知
を
送
り
ま
す
。
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
!!

※インスリン抵抗性・・・インスリンの動きが悪くなること
※易血栓化・・・血栓になりやすいかどうか

申し込み方法
　健診申込書により申し込みください。申し込まれた内容を参考に受診日と受付時間を決定し健診日の
約20日ほど前までに区長・世話役から健診セットが自宅へ届けられます。

◆住んでいる地区以外の会場で健診を受けたい場合
①矢部地区の方で蘇陽か又は清和で健診を受けたい場合
　健診申込書用紙の集団健診の受診項目の備考欄に受けたい地区を記入ください。
②蘇陽の方が清和で、清和の方が蘇陽で受けたい場合
　健診申込書用紙の集団健診の受診項目の備考欄に受けたい地区を記入ください。
③蘇陽・清和の方が矢部地区で受けたい場合
　お住まいの地区の保健センターへ電話でご連絡ください。（6月３日まで）

町
が
行
う集 

団 

健 

診

　

住
ん
で
い
る
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
や
時
期
、

受
け
た
い
項
目
を
選
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

基
本
的
な
健
診
項
目
（
基
本
健
診
）
を
受
け
た
方

に
は
、
必
ず
個
別
方
式
で
の
結
果
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
は
結
果
説
明
会

も
大
事
で
す
。

平成２５年度  集団検診の開催日程
矢部保健福祉センター千寿苑

６月17日～７月５日
蘇陽総合支所

10月28日～11月６日
清和保健センター

11月７日～11月15日
※この期間に受診できなかった場合は、「追加健診」を行
います。（矢部地区１１月末。清和・蘇陽地区は２月予定）

集団検診検査項目 検査内容 検査対象
料金

75歳未満 75歳以上

基本健診 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など 20～ 39歳 １０００円

特定健診 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など 40～ 74歳 １０００円

後期高齢者健診 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など 75歳以上 ８００円

肺がん検診 胸部レントゲン 40～ 64歳 ５００円
肺がん・結核検診 胸部レントゲン 65歳以上 無料
大腸がん検診 検便 40歳以上 ２００円
乳がん検診 マンモグラフィー検査、超音波 20歳以上の女性
胃がん検診 バリウムによる胃部レントゲン 40～ 80歳 ５００円 ３００円
子宮がん検診 子宮頸部細胞診検査 20歳以上の女性 ５００円 ３００円
腹部超音波検診 20歳以上 １５００円 ７００円
骨粗しょう症検診 骨密度を測定 20～ 60歳の女性 １０００円
前立腺がん検査 血液検査 50歳以上の男性 ５００円 ３００円
肝炎検査 血液検査 40.45.50.55.60歳のみ ５００円
※料金は当日健診会場でいただきます。できるだけおつりのでないようご準備をお願いします。

が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ
う
症

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
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小
学
生
が
清
和
文
楽
鑑
賞

　

３
月
６
日
、
町
内
全
小
学
校
の
６
年
生
と
清
和
小
学
校
全
児
童
を
対

象
に
し
た
鑑
賞
会
が
、
清
和
文
楽
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小

学
校
を
卒
業
す
る
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
、
農
村
文
化
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
町
の
宝
「
清
和
文
楽
」
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
教
育

委
員
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
鑑
賞
会
で
、
清
和
小
６
年
生
が
、
６
月
か
ら
総
合
学
習
の
時
間

に
練
習
を
重
ね
て
き
た
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
太

夫
の
語
り
と
三
味
線
、

巧
み
な
人
形
使
い
を
み

せ
た
清
和
小
の
６
年
生

は
、
物
語
の
情
感
を
見

事
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
保
存
会
の

方
々
に
よ
る
「
日
高
川

入
相
花
王
」
を
鑑
賞
。

最
後
に
芝
生
広
場
で
実

際
に
人
形
に
触
れ
、
地

域
の
宝
を
そ
の
手
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。

山
脈（
や
ま
な
み
）が
５
０
０
号

蘇
陽
南
小
思
い
出
通
り
が
で
き
ま
し
た

区
長
交
代
の
太
鼓
が

　
　
　
　
　
　

鳴
り
響
く

見事に清和文楽を披露した清和小６年のみなさん

「山脈」を編集したみなさん

蘇陽南小 6年生のみなさん

　
　

本
誌
「
季
節
の
う
た
」
に
毎
回
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
る
「
や
ま
な

み
の
会
」
。
18
人
の
会
員
が
協
力
し
て
、
毎
月
１
回
発
行
を
続
け
て
き

た
俳
句
・
短
歌
集
「
山
脈
」
が
５
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
３
月
に
第
１
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
幾
度
と
な
く
存
続
の

危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
「
や
ま
な
み
の
会
」
。
５
０
０
号
ま
で
約
48

年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

「
５
０
０
号
ま
で
を
合
い
言
葉
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ

こ
と
が
喜
び
で
す
。
」

原
田
和
子
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
編
集
員
の
み

な
さ
ん
は
一
様
に
ほ
っ

と
し
た
表
情
で
し
た
。

　
　

３
月
９
日
、
入
佐
地
区
に
大
き
な
太

鼓
の
音
が
響
き
ま
し
た
。
太
鼓
を
叩
く
の

は
新
年
度
に
就
任
す
る
入
佐
地
区
の
各
組

長
の
方
々
で
す
。
こ
れ
は
、
新
区
長
が
就

任
し
た
こ
と
を
地
区
内
の
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
の
行
事
で
す
。
江
戸
時

代
ご
ろ
か
ら
こ
の
地
区
に
伝
わ
る
、
区
長

交
代
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
前
区
長
宅
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
集
落
内

を
２
時
間
近
く
か
け
て
回
り

ま
す
。
「
ド
ォ
ー
ン
、

ド
ォ
ー
ン
」
と
、
区
長
交
代

を
告
げ
る
太
鼓
を
乗
せ
た
ト

ラ
ク
タ
ー
が
近
づ
い
て
く
る

と
、
各
戸
の
玄
関
な
ど
で
地

域
の
み
な
さ
ん
が
お
出
迎

え
。
新
し
く
就
任
し
た
村
上

浩
一
区
長
と
各
組
長
に
、
お

神
酒
や
お
茶
な
ど
を
振
る

舞
っ
て
い
ま
し
た
。

　

蘇
陽
南
小
学
校
の
６
年
生
が
、
校
舎
２
階
に
思
い
出
通
り
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
閉
校
し
た
菅
尾
・
大
野
・
馬
見
原
の
３
つ
の
小
学
校
の

歴
史
を
、
蘇
陽
南
小
６
年
生
が
協
力
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

思
い
出
通
り
に
は
、
旧
３
校
の
校
旗
や
校
歌
、
行
事
の
写
真
な
ど
が
掲
示

さ
れ
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
が
い
つ
で
も
学
校
を
訪
れ
て
、
思

い
出
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
菅
尾
小
出
身
の
安
武
多
恵
さ
ん
は
作
業
を
振
り
返
り
こ
う
語
り
ま
し

た
。
「
歴
史
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん

蘇
っ
て
き
た
。
た
く
さ
ん
の

人
に
見
て
欲
し
い
で
す
。
」
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平成 25 年４月からの国民年金保険料が
１５,０４０円に決定しました。

【納め方】
　●納付書
　●口座振替
　●クレジットカード

【納付方法・割引額】
　●毎月納付
　　割引額はありません。
　●１年前納
　　納付書・クレジットカード（3,200 円）
　　口座振替（3,780 円）
　●半年前納
　　納付書・クレジットカード（730 円）
　　口座振替（1,030 円）
　●早割（口座振替のみ）
　　翌月末振替を当月末振替に変更するだ
　　けで毎月 50 円割引。

納付が困難な方は、保険料の免除制度があ
ります。熊本東年金事務所、または役場健
康福祉課へお早めにご相談ください。

問い合わせ先
　熊本東年金事務所
　０９６-３６７-８１４４
　役場　健康福祉課国保年金係
　７２-１１７３

　

新
し
い
保
険
証
を
３
月
末
ま
で
に
各
家
庭
に
郵
送

で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ

る
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
色
は
、一
般
被
保
険
者
が
青
色
、

退
職
被
保
険
者
が
ク
リ
ー
ム
色
で
す
。
高
齢
受
給
者

(

７
０
歳
以
上)

の
方
に
は
、
高
齢
の
文
字
と
自
己

負
担
割
合
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
に
は
、
ご
連
絡
の
文
書
と
個
人
情
報
保
護

シ
ー
ル
、
国
保
の
小
冊
子
「
国
保
あ
れ
こ
れ
」
を
同

封
し
ま
し
た
。
各
種
届
出
や
給
付
内
容
等
、
制
度
の

お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
ご
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
山
都
町
に
住
民
登
録
が
な
い
学
生
の
方
が

国
民
健
康
保
険
法
第
１
１
６
条(

修
学
中
の
被
保
険

者
の
特
例)

の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
在
学

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
７
月
の
臓
器
移
植
法
改
正
に
よ
り
、
保

険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
を

設
け
て
い
ま
す
。
記
入
方
法
な
ど
は
、
同
封
の
文
書

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

は
任
意
で
す
の
で
、
必
ず
し
も
記
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

保
険
証
は
、
な
く
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
国
保
の
お
手
続
き
と
お
尋
ね
は
、
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
浜
町
事
務
所　
健
康
福
祉
課　
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
‐
１
１
７
３

　
清
和
総
合
支
所　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
‐
２
１
１
１

　
蘇
陽
総
合
支
所　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
３
‐
１
１
１
１

国民年金の学生納付特例国民年金の学生納付特例
　平成24年度において学生納付特例制度により、保険料納
付を猶予されている方で、平成25年度も引き続き在学予定
の方へ、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納
付特例申請書が４月上旬に送付されます。
　平成24年度と同じ学校に在学される方は、このハガキに
必要事項を記入し返送されると、平成25年度も学生納付特
例の申請ができます。この場合は、在学証明書の写し等の
添付は不要です。
　また、平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、保険
料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますので、
お手数ですがお近くの年金事務所、または役場健康福祉課
にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来ど
おり役場で申請をしていただき、在学証明書の写し等の添
付をお願いします。
※学生納付特例は、原則として申請日にかかわらず、４月
　から翌年３月までの期間を対象として審査します。
【障害基礎年金等との関係】
障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、
（１）その事故が発生した月の前々月までの被保険者期間の
　　 うち保険料納付済期間（保険料免除期間）が３分の２
　　 以上ある場合、
（２）その事故が発生した月の前々月までの１年間に保険料
　　 の未納がない場合、には、障害基礎年金や遺族基礎年
　　 金が支給されますが、学生納付特例制度の承認を受け
　　 ている期間は、保険料納付済期間と同様に当該要件の
　　 対象期間になりますので、万が一のときにも安心です。
※学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮
　の事故や病気による障害について、障害基礎年金を受け
　取ることが出来ない場合がありますので、ご注意ください。
問い合わせ先
　熊本東年金事務所　０９６-３６７-８１４４
　役場　健康福祉課　７２-１１７３

手続きが
必要です

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

新
し
い
保
険
証
は

　
　
　

届
き
ま
し
た
か
？

税負担の不公平感を解消するため滞納処分を強化しています

ひとり親家庭の子どもひとり親家庭の子ども
たちへの学習支援たちへの学習支援

平成25年４月から難病等の方々が
障害福祉サービス等の対象となります

　町税や国民健康保険税は私たちが安心して健康的な暮らしを実現するために、重要な役割を持っ
ています。一方、厳しい財政状況にある地方自治体にとっては貴重な財源です。公共サービスの充
実と公平・公正な税負担のためにも、滞納を放置することはできません。

　熊本県では、ひとり親家庭の子どもたちの学
習を応援する「ひとり親家庭応援の塾」と「地
域の学習教室」を展開しています。
　「ひとり親家庭応援の塾」は、県内各地の学
習塾に協力をお願いして設置しており、割引料
金で学習塾に通える他、教材の無料配布などの
支援を受けることができます。割引率や支援の
内容は塾によって違うのでそれぞれの塾にご確
認ください。
　「地域の学習教室」は、地域の社会福祉施設
や公民館などを確保し、同時に学習支援を志願
する方々を募り、負担を抑えた安心の学習環境
を子どもたちに提供する事業です。参加される
子どもたちのほか、「実施場所」を提供してい
ただける方、学習支援をしていただける方を同
時募集中です。
　いずれも、詳しくは検索エンジンで「ひとり
親家庭等応援サイト」を検索しご確認いただく
か、下記連絡先にお尋ねください。

問い合わせ先
電話　096-324-2136（受付時間 平日 9:00 ～ 17:00）
社会福祉法人熊本県母子寡婦福祉連合会

　平成 25年４月に施行される障害者総合支援法で
は、障害者の範囲に難病等の方々が加わります。
　対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無
に関わらず、必要と認められた障害福祉サービス等
（※）の受給が可能となります。
※障害児・者については、障害福祉サービス、相談支援、補
　装具及び地域生活支援事業。
　障害児については、障害児通所支援及び障害児入所支援。

〈対象者〉
対象疾患による障害がある方々。
〈手続き〉
対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断
書又は特定疾患医療受給者証等）を持参の上、お住
まいの市区町村の担当窓口に支給を申請してくださ
い。その後、障害程度区分の認定や支給認定等の手
続きを経て、必要と認められたサービスを利用でき
ることになります。
　詳しい手続き方法などについては、担当窓口まで
お問い合わせください。
〈問い合わせ先〉
　　健康福祉課　　福祉係　　　72-1229
　　清和総合支所　健康福祉課　82-2111
　　蘇陽総合支所　健康福祉課　83-1111

◆きちんと納付された方のためにも
　　納税者のうち 96 パーセント以上が、納期限内に納付している方々です。厳しい社会情勢の中
　にあって、切り詰めた生活をしながらも、きちんと納税している方も多いと思われます。町では、
　このように納期限内に納付された方との公平性を守るためにも、納税に対して誠意の見られない
　滞納者に対しては財産調査を積極的に行い、判明した財産については差し押さえを行い、滞納し
　ている町税などに充てる強制徴収対策を強化しています。

◆納期限内納付にご協力ください
　　町税の納付は、納期限内の自主納付が原則です。納期限を過ぎた場合は、督促状や催告書の発
　送などに多額の経費がかかり、その経費も町税で負担することになります。これからも納期限内
　の納付にご協力をお願いします。
◆納税が困難な人は、１人で悩まず、放置せず、早めに相談を
　　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむを得ない事情や多重債務など
　により町税の納期ごとの納付が困難な場合は、お一人で悩んだり、放置しないで、早急にご相談
　ください。一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。まずは、納付できな
　い理由をお聞かせください。

（問い合わせ先）税務課　徴収係（72-1128）　または清和・蘇陽各総合支所　税務住民係まで

※平成24年度財産調査・滞納処分件数および差押金額　（平成24年4月1日～平成25年2月15日）
預　貯　金 給　　与 生 命 保 険 そ　の　他 合　　計

調査件数  6,880件  10件  1,100件  405件  8,395件 
差 押 件 数  218 件  4 件  19 件  31 件  272 件 
差 押 金 額  10,968,490 円  774,378 円  2,516,728 円  1,212,693 円  15,472,289 円 
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素敵な絵手紙をいただきました！

　　　　 4月29日  4月30日   5月1日   5月2日    5月3日    5月4日    5月5日　5月6日
　本館    休館　　  開館　　 開館　　 開館　　 休館　　 休館　　 休館　　 休館
清和分館    開館　　  開館　　 開館　　 開館　　 休館　　 休館　　 休館　　 休館
蘇陽分館    休館　　  開館　　 開館　　 開館　　 休館　　 休館　　 休館　　 休館

GW中は、下記の日程で図書館は休館します。
本の返却は、本館・蘇陽分館の返却ボックスをご利用
ください（清和分館には返却ボックスはありません）。
DVDとCDは破損のおそれがありますので、返却ボック
スへは返却しないでください。

山都町図書館だより

図書館情報

声の灯り
ー67号ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。

4月のわくわく号運行予定

休館のお知らせ

「
通
潤
橋　

水
が
渡
る
橋
」

　

熊
日
出
版
文
化
賞

　
　
　

マ
イ
ブ
ッ
ク
賞
受
賞「通潤橋　水が渡る橋」

文・編集：大林 美穂
　 画 　 ：國武 賢聖
監　　修：尾上 一哉・田上  彰・
　　　　　下田 美鈴

　

第
34
回
熊
日
出
版
文
化
賞
の
選
考
会
が
2
月

8
日
に
熊
日
本
社
で
行
わ
れ
、
絵
本
「
通
潤
橋

　

水
が
渡
る
橋
」
が
自
費
出
版
物
に
贈
ら
れ
る

マ
イ
ブ
ッ
ク
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
受
賞

に
際
し
「
郷
土
の
文
化
財
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら

れ
、
通
潤
橋
の
意
外
に
知
ら
な
い
点
に
も
気
付

か
さ
れ
る
深
い
内
容
」
と
書
評
頂
き
ま
し
た
。

下
田
美
鈴
館
長
は
「
通
潤
橋
を
造
っ
た
先
人
の

志
や
苦
労
を
今
一
度
分
か
り
や
す
く
町
民
に
伝

え
た
い
と
、
4
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
書
い
た

本
。
小
学
生
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
す
。
通
潤
橋

の
歴
史
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

子
ど
も
達
に
郷
土
の
誇
り
を
知
っ
て
欲
し
い
と

製
作
さ
れ
た
絵
本
が
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
事
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

日時  4月21日（日）
　　 午後 2時から
場所  図書館ホール

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巡 回 場 所・時 間
4月10日(水）  ブルーベリーハウス（午前10時30分～）   蘇陽南小学校（午前11時15分～） 馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）   二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
4月11日(木)   東竹原・老人いこいの家前（午前11時～）    蘇陽総合支所（午後0時30分～）  蘇陽中学校（午後1時30分～）  
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）
4月12日(金)   スクランブル（午前10時30分～）   二瀬本･コミュニティセンター（午前11時30分～）  花上・公民館（午後1時～）
　　　　　     上差尾・興梠商店（午後1時45分～）   菅尾・まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巡 回 場 所・時 間
4月16日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小（午前10時30分～）   清和総合支所（午後0時30分～）  清和中（午後1時～）
2月17日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）   井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30～）   支援ハウス（午後1時～）   清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巡 回 場 所・時 間
4月24日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）  島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　     藤木（午後1時15分～）　改善センター（午後2時～）　白小野（午後2時30分～）
4月25日(木) 稲生野（午前9時45分～）　一の瀬（午前10時20分～）　旧よってはいよ（午前11時10分～）
　　　　　     あおぞら（午後1時35分～）　白糸事務所（午後2時20分～）　菅・鮎の瀬（午後3時～）
4月26日(金)  風ノ木（午前10時～）　大矢荘（午前10時50分～）　光露館（午前11時20分～）

　わくわく号で巡回させていただいている「ほたるの里」
より、素敵な絵手紙をいただきました。「ほたるの里」で
はいつもたくさんの方にご利用いただいています。本当に
ありがとうございます。町内を走り始めて2年目のわくわ
く号ですが、いろいろな場所での出会いを大切にし、すべ
ての町民のみなさまに一冊の良書を手渡していけるよう、
今年度も頑張りたいと思います。

－2013年子どもの読書週間－（4/23～5/12）
　　　標語「たくさん読んで大きくなあれ」に決まりました！
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「幸せ実感！むらづくり大賞」
　県内の農山漁村におけるむらづくり活動の中から他の模
範となる特に優良な団体を表彰する「幸せ実感！むらづく
り大賞」。その最優秀賞に菅地区が選ばれました。
　菅地区は、菅地域振興会を中心に、棚田オーナー制度、
茶オーナー制度、鮎の瀬交流館の運営、縁側カフェ、里山

レストランなどの都市住民と
の交流を取り入れた活動を続
け、「自分たちの地域は自分た
ちの手で」をモットーに活動
しています。
　昨年山都町で行われた第 18
回全国棚田（千枚田）サミッ
トでも、現地見学会を「菅棚田」
で実施。菅地域の住民が一丸
となり、150 人の見学者をも
てなしました。
　菅地域振興会の渡邉正弘会
長は「長年、地域のみんなで
取り組んでいる活動がこうし
て認められるのはうれしいで
す。」と受賞の感想を語ってく
れました。

　山都町議会の稲葉富人議員と梅田幸雄
議員が、町議会議員として 15 年以上在
職し、地方自治の発展や地域の振興への
功労が認められ、全国町村議会議長会か
ら表彰を受けました。また、田上聖議員
は、23年以上にわたる長年の議員として
の活動が地域の発展に大きく貢献したこ
とが認められ、熊本県町村議会議長会か
ら表彰を受けました。

地方自治の発展に貢献
～議員功労表彰～

　

３
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、
日
向

往
環
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
in
山
都
町
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
４
つ
の
コ
ー
ス
に
７
５
４

人
が
参
加
。

　

第
８
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
コ
ー

ス
は
、
１
日
目
、
通
潤
橋
か
ら
馬
見

原
商
店
街
ま
で
の
「
め
ざ
せ
馬
見
原

コ
ー
ス
（
約
23
㎞
）」
と
「
馬
見
原

散
策
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）」。
そ
し
て
、

２
日
目
、
御
船
町
上
野
の
鼎
春
園
を

ス
タ
ー
ト
し
、
通
潤
橋
を
目
指
す

「
め
ざ
せ
通
潤
橋
コ
ー
ス
（
約
20
㎞
）」

と
「
浜
町
散
策
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）」

の
コ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
雨
に
降
ら
れ
た
こ
の
大
会
。

今
回
、
１
日
目
は
気
持
ち
の
良
い
晴

天
で
し
た
が
、
２
日
目
は
午
後
か
ら

雨
。
最
後
に
残
念
な
天
気
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
は
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
春
の
気
配
が
見
え
る
街
道
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
の
大
き
な
支
え
が
あ
り
ま

し
た
。
観
光
協
会
や
日
向
往
環
顕
彰

会
、
馬
見
原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
ガ
イ
ド
、
そ
し
て
、
沿
線
の
地

域
の
方
々
が
、
公
民
館
を
開
放
し
て

休
憩
所
な
ど
を
設
け
る
な
ど
、
心
か

ら
の
も
て
な
し
が
参
加
者
を
迎
え
ま

し
た
。
各
地
区
の
女
性
部
の
方
々
が
、

手
作
り
の
お
に
ぎ
り
や
果
物
・
お
菓

子
を
提
供
し
て
「
お
つ
か
れ
さ
ま
。

が
ん
ば
っ
て
。」
と
参
加
者
を
励
ま

し
て
送
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
70

そ
の
39

　

今
年
の
干
支
は
「
巳
」、
つ
ま
り
ヘ
ビ
年
。
ヘ
ビ
と
聞
い

て
怖
い
と
思
う
人
も
多
い
と
思
う
が
、
ヘ
ビ
の
生
態
に
つ

い
て
お
話
し
よ
う
。
昔
は
、
よ
く
家
屋
に
ヘ
ビ
が
住
み
着

き
「
屋
敷
ヘ
ビ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
ヘ
ビ
は
ア
オ

ダ
イ
シ
ョ
ウ
と
い
う
種
類
で
、
特
に
ネ
ズ
ミ
や
小
動
物
を

餌
と
す
る
。
ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ
た
め
「
屋
敷
ヘ
ビ
」
は

人
の
役
に
も
な
り
重
宝
さ
れ
た
。
昔
は
「
屋
敷
ヘ
ビ
を
殺

し
た
ら
い
か
ん
。」
と
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
、
日
本
産
ヘ
ビ
類
で
は
最
大
種
で
、

全
長
は
２
ｍ
を
優
に
越
え
る
。
３
枚
の
写
真
は
い
ず
れ
も

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
の
抜
け
殻
だ
が
、
御
岳
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
持
っ
て
い
る
抜
け
殻

は
、
長
さ
が
２
ｍ
10
㎝
以
上
も

あ
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
捕
食

す
る
こ
と
か
ら
、
人
の
生
活
と

関
係
が
深
く
、
人
里
や
そ
の
周

辺
に
生
息
し
、
深
山
な
ど
で
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
無
毒
で
お
と
な
し
い
ヘ
ビ
だ
が
、
人
に

い
じ
め
ら
れ
た
経
験
の
あ
る
個
体
は
攻
撃
的
に
な
る
場
合
が
あ

る
そ
う
だ
。
ヘ
ビ
に
は
驚
く
よ
う
な
行
動
が
あ
る
。
清
和
小
学

校
で
は
、
夏
に
ツ
バ
メ
の
巣
の
卵
や
ヒ
ナ
を
狙
っ
て
校
舎
の
壁

を
登
る
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
を
よ
く
見
か
け
る
。
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ

ウ
の
体
は
、
腹
板
の
側
方
に
側
稜
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
あ
り
、

そ
れ
を
引
っ
か
け
な
が
ら
垂
直
の
壁
を
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
獲
物
を
丸
呑
み
し
、
消
化
で
き
な
い
骨
や
羽
、
毛
な
ど

を
ペ
リ
ッ
ト
と
し
て
固
め
て
吐
き
出
す
な
ど
、
不
思
議
な
体
の

仕
組
み
や
生
態
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
里
山
周
辺
の
ヘ
ビ
の
数
が
減
少
し
て
い

る
と
聞
く
。
山
都
町
に
お
い
て
も
以
前
に
比
べ
て
ヘ
ビ
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
増
え
す
ぎ
た

イ
ノ
シ
シ
に
ヘ
ビ
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
く
。

　

今
年
は
ヘ
ビ
年
、
ヘ
ビ
を
詳
し
く
観
察
す
る
の
も
い
い
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
毒
ヘ
ビ
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
山
都
町
に
生
息

す
る
毒
ヘ
ビ
は
、
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
と
ヤ
マ
カ
ガ
シ
（
山
都
町
で

は
「
あ
ず
き
へ
び
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
二
種
が
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

＊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
カ
ッ
プ
ル
誕
生
＊

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
26
組
目
と
な
る
夫
婦
が

誕
生
し
ま
し
た
。
１
月
23
日
に
入
籍
さ
れ
た

白
鷹
浩
之
さ
ん
、明
美
さ
ん
夫
婦（
清
和
地
区
）

で
す
。

　

出
会
い
は
、
平
成
23
年
11
月
の
熊
本
市
で

行
っ
た
日
帰
り
交
流
会
で
す
。
同
世
代
の
お

二
人
は
、
始
め
て
出
会
っ
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
に
素
敵
な
雰
囲
気
で
、
と
て
も
期
待
し

て
い
た
カ
ッ
プ
ル
で
し
た
。
そ
の
後
、
１
年

数
ヶ
月
の
お
付
き
合
い
期
間
を
経
て
、
ゴ
ー

ル
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
籍
を
さ
れ
た
お
二
人
、
お
付
き
合
い
中

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、『
出
会
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
、
毎
日
が
楽
し
く
、
最
後
に
参
加
し

て
良
か
っ
た
！
！
』
さ
ら
に
、
ま
だ
参
加
し

て
い
な
い
独
身
者
へ
と
い
う
こ
と
で
、『
ぜ
ひ

勇
気
を
出
し
て
参
加
し
て
、
積
極
的
に
行
動

し
て
ほ
し
い
』
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
る
お
二
人
、

寄
り
添
い
な
が

ら
き
っ
と
素
敵

な
家
庭
を
築
か

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

＊
二
月
交
流
会
紹
介
＊

　

今
回
は
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
い
季
節

２
月
17
日
（
日
）
に
男
女
合
わ
せ
て
10
人
の

参
加
で
、
五
ヶ
瀬
町
・
高
千
穂
町
方
面
に
出

掛
け
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有

名
な
高
千
穂
は
、
女
性
陣
の
心
を
ひ
き
つ
け

ま
し
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
五
ヶ
瀬
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、

ワ
イ
ン
の
試
飲
を
楽
し
み
な
が
ら
、
美
味
し

い
ラ
ン
チ
、
そ
し
て
お
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
千
穂
峡
、
天
岩
戸
神
社
へ
。

そ
こ
で
は
、
全
員
で
散
策
を
し
て
、
神
秘
的

な
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。
時
間
が
止
ま

り
参
加
者
同
士
の
心
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う

な
、
そ
ん
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
中
で
、
事
務
局

の
思
い
は
た
だ
一
つ
で
す
。
一
組
で
も
、
幸

せ
な
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
神
様
の
ご
利
益
が
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
・
・
・

【
平
成
25
年
度
は
菜
園
交
流
会
を
し
ま
す
!!
】

　

新
年
度
上
半
期
は
、
前
回
も
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
山
都
町
で
菜
園
交
流

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

で
、
野
菜
作
り(

ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ンetc)

を
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
料
理
体
験

や
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
と
思
う
方
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年清和小学校

平成20年御岳小学校

菅地区が最優秀賞菅地区が最優秀賞

左から稲葉議員、田上議員、梅田議員

白鷹浩之さん、明美さん夫婦白鷹浩之さん、明美さん夫婦

日
向
往
環
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

日
向
往
環
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
inin
山
都
町

山
都
町

①①③③

②②④④
①春の花々が参加者を迎えます。
②温かい地域のおもてなし
　（北中島十田里）
③２日目、雨の中、歓喜のゴール
④当時を思わせる衣装で参加され
た方も（山屋トンネル）

受賞式。右が渡邉正弘会長
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　２月28日、そよ風パークで『道の駅そよ風パーク開駅式』が行われ、町関係者など約200人が出席しました。
そよ風パークは、長期滞在型の、農村と都市の交流施設として平成８年に開業、宿泊施設を中心に物産館、レスト
ラン、浴場、体験施設など、「自然のテーマパーク」としてあらゆる世代の人々が豊かな自然空間を楽しめる施設
として親しまれてきました。
　昨年３月、国土交通省は新たな道の駅としてそよ風パークを含む 10駅を追加しました。全国の道の駅の登録は
計 996駅となり、九州地方では 120番目、県内では 23番目、そして山都町では３番目となる道の駅となります。
今までの休憩・観光施設の機能のほかに、今回、国道265号の道路利用者に対する気象情報や道路交通情報、災害
情報など、新しく情報発信機能が加わりました。
　当日は、開駅式典（除幕式・テープカット）、大阿蘇蘇陽太鼓喜楽の演奏などが行われました。式典で甲斐利幸
町長は「道の駅の認定に携わっていただいた関係者の皆様に感謝申し上げます。道路利用者の利便性の向上と合わ
せて、国道 265号沿いに賑わいを創出し、活力あるまちづくりに大きく貢献できると期待しています。」とあいさ
つしました。

※道の駅とは・・・
　道路利用者へ安全で快適な道路交通環境の
提供及び地域の振興に寄与することを目的と
した施設で、「休憩」「情報発信」「地域連携」
の３つの機能を併せ持つ施設です。

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

あせらずに　電話は車を　止めてから（矢部高　春木桂高）
シートベルト　前も後ろも　してますか（矢部小　甲斐愛望）

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご紹介していきます。

（学校名は当時）

平成２平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

　第一回目のテーマは “山都町の桜”です。
　自宅の、近所の、山都町にある、あなたご自慢
の桜を教えて下さい。作品はすべてwebサイトに
掲載する予定です。また「町内巡回写真展」や「町
内桜マップ」を作る予定です。今回、写真家「堀
和義｣ さんを、特別審査員にお迎えしています。
　出品料は無料です。出品は町内外のどなたでも
できます !みなさんふるってご応募ください !

〈募集要項〉
　テーマ：山都町の桜
　出品数：制限なし（但し、無発表の作品に限ります。）
　サイズ：２L～四つ切（A4可）又はデータ
　　　　　（１作品５MB以下の JPEG／ PNGデータ）
　部門：子供（～中学生）・高校生・大人（大学生～ 69 歳）・
　　　  高齢者（70 歳以上）
　必要事項：作品の「撮影場所」「タイトル」「コメント」
　　　　　　（web に掲載されます）作者の「お名前」「ご
　　　　　　住所」「生年月日（年齢）」｢お電話番号｣「メー
　　　　　　ルアドレス」
　締切日：４月 30 日（火）消印有効
　掲載webサイト：www.thefungang.blog18.fc2.com
　特別審査員賞：１名

〈ご注意事項〉
○webサイト掲載の際、本名以外を希望される場合、「ニックネーム」をお書き下さい。
○作品の撮影場所・タイトル・コメントはwebサイトで紹介させていただきます。
○受賞の方にはメール又はお電話にてご連絡いたします。
○賞は増えることもあります。
○作品のご返却ありませんのでご注意ください。
○頂きました個人情報は、受賞や写真展のお知らせ等、主催者からのご連絡のみに、ご
　利用させて頂きます。第３者への流用はございません。

写真家 堀和義さんのプロフィール
　１９４９年岐阜県出身。現在、風景、人、物、広告など、多岐の分野で活躍中。
近年は桜の写真を皇室へ献上されています。日本写真芸術学会会員。

　The Fun Gang（ファンギャング）
　　　　　　　　　　担当：松井
　〒 861-3911
　熊本県上益城郡山都町菅尾483-1
　TEL：0967-83-0155
　メール：thefungang@goo.jp
　携帯：080-6791-8880

　The Fun Gang ファンギャング Presents

フォトグラファー

第３回山都警察署協議会開催第３回山都警察署協議会開催
　２月13日、山都警察署において本年度第３回目の警察署
協議会を開催し、警察署から平成24年中の熊本県内及び山
都町の犯罪情勢・交通事故の発生状況並びに今後の取組みに
ついて説明を受けました。
　また今回は、心身の鍛練と犯人を制圧・逮捕するために、
普段から警察署で行われている「逮捕術」の訓練を見学し、
普段とは違う署員の顔を拝見することができました。

第12回山都地区
『無事故・無違反チャレンジ102』結果　
　昨年９月21日～12月 31日の 102日間、町内の方々
が３名１組となり、計172チーム（516人）が「無事
故・無違反」にチャレンジされ、今回は161チームが
無事故・無違反を達成されました。達成チームの中か
ら抽選で当選したチームには山都町商工会発行の商品 
券が贈られました。今後も安全運転をお願いします。

警察署協議会審議事項
・管内の人身交通事故は主に、昼間の国道上で
　発生し、高齢者の運転によるものが多い。
・交通事故抑止のため、主として国道における
　街頭活動や交通指導を強化する。
・昨年は、約 3,100 人に対して交通安全教室や
　安全講習を実施した。
・今年も山都町で交通死亡事故を発生させない
　ように、住民の方の協力をお願いする。
・高齢者や女性・子どもなど、社会的弱者の犯
　罪被害防止のため、防犯講話の積極的な実施
　と防犯ボランティア団体と連携した活動を推
　進する。
・身近で発生する事件の予防、検挙活動を強化
　する。
・いじめなどの問題に対しては、教育関係機関
　と連携し適切に対応する。　　など

? !

誰でも ｉｎ 山都町

犯罪・交通事故発生状況
事件・事故 25年（1～2月末）
刑法犯 6件 （6件）

人身交通事故 6件 （4件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

（２月 27日に行われた抽選会の様子）

　山都町役場の本庁新庁舎建設工事の安全祈願祭が３月４日、山都町浜町６番地の建設予定地で開かれました。
総事業費は取付道路や用地費等を含めて約 23 億で、2014 年 10 月末の完成を目指します。
　新庁舎は「山間にある山都町の趣」を意識したデザインとなっています。鉄筋コンクリート３階建て、延べ
床面積は 4,793 平方メートルを予定。１階に来庁者の多い住民環境課、健康福祉課、２階に町長室、総務、企画
などの総務部門と建設、農林などの事業部門、３階に町議会議場と教育委員会などを配置します。段差のある

地形を利用して、いずれの階からも出入りすること
ができます。また、ユニバーサルデザインやランニ
ングコストの低減を取り入れています。
　旧庁舎は老朽化に伴う維持管理や耐震・安全性の
問題をはじめ、駐車場の狭さなどが課題に挙がって
いたため、平成 21 年に解体。現在５つの事務所に分
かれており、訪れる町民にとっては不便な状態が続
いています。
　甲斐利幸町長は「新庁舎建設は町政の課題だった。
町の未来のために理解をいただいた地権者の皆さん
に感謝する。工事の安全と誇れる庁舎の建設を祈願
する」とあいさつした。

工事の安全を祈願 工事の安全を祈願 新庁舎建設工事安全祈願祭新庁舎建設工事安全祈願祭

道の風そよ風パーク オープン道の風そよ風パーク オープン
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SportsLife Navigation

少年スポーツクラブ少年スポーツクラブ少少少少少少少年スポーツ少年スポーツクラブ少年スポーツクラブ
　町内には小学生を対象とした、さまざまなスポー
ツクラブがあります。ここではそのスポーツクラブ
をご紹介。４月から新年度が始まります。子どもさ
んの興味を引くスポーツクラブがありましたらぜひ
一度お問い合わせください。

①種目　②対象学年　③練習日 ◇時間
④練習場所　⑤月謝等　⑥連絡先

①剣道
②年長児～小６
③月・水・金曜日
◇午後７時３０分～午後９時
④蘇陽林業者等健康増進施設
⑤月1,500円
　（同 世 帯 ２ 人 目 か ら は
1,000 円。防具等は支給。
竹刀のみ自己負担）

⑥橋本聖剛監督
　（090-4353-4118）

①剣道
②年長児～小６
③月・水・金曜日
◇午後６時30分～午後８時30分
④矢部高校武道場
⑤月2,000円
　（入会金2,000円。防具等
　は支給。竹刀のみ自己負担）
⑥山下雄一監督
　090-8225-4391

①少林寺拳法
②小１～小６
　（中学生～一般も可）
③毎週月・水曜日◇午後７時～
④代表大濱清光さん宅（仮屋）
⑤入部時に説明
⑥大濱清光代表
　（82-2391）

①柔道
②小１～小６
③毎週火・木・土曜日
◇午後６時～午後８時
④山都警察署
⑤月1,000円
　（入会金2,000円）
⑥山都警察署生活安全係
　（72-0110）

①卓球
②小１～小６
　（保育園児～一般も可）
③毎週月～金曜日
◇午後６時３０分～午後９時
④通潤卓球場
⑤月3,000円
⑥坂本公生代表
　090-4989-6031

①軟式野球
②小１～小６
③月・火・木・土・日曜日
◇（月・火・木）午後６時～午後８時
　（土・日）午前９時～正午
④御岳グラウンド
⑤月2,500円
⑥坂本潤一部長
　090-4993-3836

①バレーボール
②小１～小６
③火・木・土曜日
◇（火・木）午後６時～午後８時
　（土）午前９時～午後１時
④矢部小体育館
⑤月2,000円
⑥荒木幸代後援会会長
　080-2756-6229

①サッカー
②小１～小６
③（小１～小３）火・土
　（小４～小６）火・木・土
◇（火・木）午後６時～午後８時
　（土）午後４時～午後６時
④中央グラウンド
⑤月1,500円
⑥事務局宮本大輔さん
　080-1740-0394

①バドミントン
②小１～小６（中学生可）
③毎週月・金曜日
◇午後７時３０分～午後９時
３０分
④蘇陽中体育館
⑤年3,000円
⑤坂本竜也代表
　090-1366-3206

①ソフトテニス
②小１～小６
③毎週木曜日
◇午後７時30分～午後９時30分
④蘇陽林業者等健康増進施設
⑤月1,000円
⑥佐藤誓康代表　83-1111
　（蘇陽総合支所健康福祉課）

①陸上
②小１～小６
③毎週水曜日
◇午後５時～午後６時３０分
③蘇陽南小・旧馬見原中グラウンド
④入会金のみ２，０００円
　（大会参加費等は実費）
⑤栗屋正博代表
　(090-4355-3166)

蘇陽
少年剣道クラブ

蘇陽
少年剣道クラブ

山都警察署
少年剣道　洗心会
山都警察署

少年剣道　洗心会

少林寺拳法
熊本清和道院
少林寺拳法
熊本清和道院

山都警察署
少年柔道　泰武館
山都警察署

少年柔道　泰武館

矢部卓球クラブ矢部卓球クラブ

山都少年
野球クラブ
山都少年
野球クラブ

矢部ＦＣジュニア矢部ＦＣジュニア矢部ＦＣジュニア

矢部ジュニア
バレーボールクラブ
矢部ジュニア

バレーボールクラブ
矢部ジュニア

バレーボールクラブ
蘇陽ジュニア

バドミントンクラブ
蘇陽ジュニア

バドミントンクラブ

蘇陽ジュニア
ソフトテニスクラブ
蘇陽ジュニア

ソフトテニスクラブ Ｔ＆Ｆ蘇陽Ｔ＆Ｆ蘇陽
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山都町の人口
〔平成25年２月28日現在〕

男　　8,378人   （－９）
女　　8,972人  （－14）
計　 17,350人  （－23）
世帯   6,766戸   （+５）
※（　）は前月比
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※１月１日～２月28日の出生届数
　14人（うち２月は10人）
※１月１日～２月28日の死亡届数
　60人（うち２月は23人）

山都町観光案内所

    ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ４月ギャラリーのご案内 ～

「 三  人  展 」
４月１日（月）～30日（火）

水曜定休日

星田那智湖子さん（美里町）、吉村
美弥子さん（美里町）、星田岳資さ
ん（熊本市）による油絵、水彩画な
ど約 20点を展示します。

訂正とお詫び
　広報やまと２月号（２月 27 日発行）において、
記事に誤りがありました。関係者のみなさまに
は大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして訂
正します。

○（２ページ）甲斐利幸町長　退任のあいさつ内
　１段目右から７行目
　　（誤）「水海面積」→（正）「氷海面積」
○（12 ページ）まちの話題
　救急フォーラム　１行目
　　（誤）「１月 26 日」→（正）「１月 19 日」
○（１６ページ）郡市対抗熊日駅伝内
　（正）１月 27 日に行われた女子駅伝では、中川京

香さん（３区・矢部中）と一瀬遥香さん（４区・
尚絅高）、枝尾祐希さん（７区・清和中）が出場。

○（28 ページ）淡路人形座特別公演　開催日
　（誤）３月９日（日）→（正）３月９日（土）

４月の当番医　
４月  7 日　伴 病 院（電話72-0029）
４月 14日　野 田 医 院（電話72-0307）
４月 21日　矢部広域病院（電話72-1121）
４月 28日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
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日向往環の歴史を歩く
　山都町を東西に横断する街道「日向往
環」。遥か古代に起源を持つと言われるこの
街道を歩く「日向往環歴史ウォークin山都
町」が３月16日・17日の２日間行われまし
た。当時の面影を残す石畳や杉並木が参加者
を迎えました。
（写真は幣立神宮の五百枝杉。

18 ページに関連記事）

　２月 17日（日）に「山都町写真コ
ンテスト表彰式」が通潤山荘で行われ
ました。
　同コンテストは、山都町と全日本写
真連盟熊本県支部主催で行われ、80
人（269 点）の応募がありました。
作品は全日本写真連盟総本部理事内
山淳氏らにより審査され、最優秀賞に
は、構成がユニークで作者の豊かな感
性が現れている、上田幸洋さん（山都
町）の作品「縁側」が選ばれました。

　表彰式には、最優秀賞に選ばれた上
田さんのほか、優秀賞２点、特選２点、入選 23点の入賞者が表
彰されました。
　
　これらの入賞作品は３月 26日㈫から３月 31日㈰まで崇城大
学ギャラリー（熊本市中央区花畑町 10-25）で展示されるほか、
山都町観光案内所ル・ポンでも展示されます。（9/1 ～ 9/30）

写真提供：フォトクラブ矢部
　フォトクラブ矢部は、町内の写真愛好家が集う
クラブで、文化祭や、ギャラリー喫茶ルポンでの
作品展などで、その素晴らしい写真を披露されて
います。
　今回は、２月中旬から３月中旬に見ごろとなる、
冬の寒さに耐えて花を咲かせるフクジュソウを写
した作品です。

今月の一枚今月の一枚

写真：「目丸山の春」撮影：藤本義也氏

最優秀賞「縁側」上田幸洋さん

優秀賞「棚田の情景」首藤建富さん優秀賞「鵜の子滝の秋彩」ふくやま博司さん

山都町山都町
写真コンテスト写真コンテスト


